
   

三重県津市 

   

津市障がい児等生活支援ファイル 

平成25年度発達障害者都市システム事業 
報告書（概要版） 



生活支援ファイル はっぴぃのーと 発行の経緯① 

平成２３年度に開催された「津市地域自立支援協議会（こどもワーキン
グ）」において、市内の障がいのある子どもの福祉に係る課題について 
検討されたなかで、『乳児期から青年期に至る成育歴や生活・医療情報
を関係機関で情報共有ができるような記録冊子を作成しては』との提案 

   
乳児期 幼児期 学童期 青年期 

保健センター・こども総合支援室・教育委員会 

障がい福祉課・津市障がい者相談支援センター 

保育所 

幼稚園 
小・中学校 高校・大学 

ハローワーク 

特別支援学校 

福祉サービス事業所 

児童相談所・医療機関・保健所 

各ライフステージに応じた関係する機関 



   

生活支援ファイル はっぴぃのーと 発行の経緯② 

平成２５年４月１日付けで三重県自閉症協会へ委託 

引き続き、津市地域自立支援協議会（こどもワーキング）で内容の
検討を行い、試行版の冊子を作成。その後、障がいのある子どもを 
持つ保護者２８人を対象にモニター調査（記録冊子の内容や構成
についての検討）を実施し、平成２４年度末に雛形を完成 

作成部数 
 

   

※ 国補助１／２、市負担１／２ 

     

契約金額 

１，３００冊 
（保育所・幼稚園・学校等への見本設置分を含む） 

 
２３７万円（税含む） 



成育歴や連絡先などの基本情報 
受診医療機関や服用している薬の記録 
アレルギーやけいれん症状などの医療情報 
保育所や学校などの支援内容や生活記録 

主な記録内容 

はっぴぃのーとの規格・仕様 

Ａ４判の加除式ファイル 
表紙を含め全４７枚のシートで構成 
母子健康手帳や健診結果などが 
保管できるファイリングポケット付き 
 
 

規格・仕様 



１８歳以下で市内に在住・在学する障がいのある子ども 
または発育・発達に心配なことがある子どもの保護者 

はっぴぃのーとの利用対象者・申込方法 

利用対象者 

市障がい福祉課、 
各総合支所福祉担当課
へ利用申込書を提出 

三重県自閉症協会 
から利用方法説明会 
の日程を連絡 

利用方法説明会に参加後、
はっぴぃのーとを配布 

申込方法 

申込書の提出 説明会の日程連絡 説明会参加・配布 

はっぴぃのーと本冊は津市ホームページからもダウンロード可能 

第１回利用方法説明会…１０月４日   開催 金 



①利用申し込み 

②申込者名簿を送付 

④利用方法 
  説明会に 
  参加 

サポート 

⑥はっぴぃのーとの活用 

③利用方法説明会 
  日程の連絡 

 

利用者 

津市 三重県自閉症協会 

津市障がい者 
相談支援センター 

学校・保育所・ 
関係機関等 

⑤はっぴぃのーと 
  配布 

はっぴぃのーと申し込みから配布までの流れ 



はっぴぃのーとが目指す社会 

         を通して、関係機関がネットワークを構成し、
地域全体で障がいのある子どもや支援を必要とする人を 
応援していく社会の形成を目指します。 

県・市関係部署 医療機関 

特別支援学校 

小・中学校 

幼稚園 

保育所 

三重県自閉症協会 
津市地域自立支援協議会 

市障がい福祉課 

津市障がい者 
相談支援センター 

福祉サービス事業所 

民生委員・児童委員 



はっぴぃのーとの利用状況 

利用者数 178名 

児
人
数 

所属別人数 
手帳 

就
学
前 

小
学
校 

中
学
校 

高
校 

特別支援学校 そ
の
他 幼 小 中 高 有 無 

178 55 34 7 2 0 22 26 32 0 128 50 

内訳 平成25年10月～平成26年3月 

就学前の子どもと特別支援学校の児童生徒 

の利用が多くなっています。身体障害者手帳・ 

療育手帳を持っていない人も利用しています。 

・はっぴぃのーとを受け取った保護者が、良かったと広めて下さり新たな方が 

 取りに来ていただいている。 

・利用者目線でシートが作成されているので親しみやすい、書いてみようと 

 思うとのご意見をいただいている。 

利用者
の声 


